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1. なぜExeの
置き換えが必要?
　通常、システムを運用 / 稼働している
と、アップデート（バージョンアップ）
が必要不可欠である。機能拡張、あるい
は不具合の修正など理由は多岐に渡る
が、運用当初のままの状態でシステムを
稼働し続けることは難しい。
　例えば、Windows の OS などに代表
されるパッケージソフトは、Service 
Pack のように常に新しいパッチプログ
ラムでアップデートが適用される。この
パッチプログラムはインターネット経由
でユーザーに配布されたり、個別のイン
ストーラーの形で提供されたりすること
が多い。
　他方、各企業で独自に開発している業
務アプリケーションにおいてはどうなる
だろうか。
  同様のアップデートの仕組みを実現す
る場合には、もちろん別途に配布を行わ
なければならず、その仕組みそのものを
構築する必要がある。

Exe（モジュール）

　アップデートを実施する場合に気を付
けなければならないのが、最新のExe（モ
ジュール）をいかに各クライアント PC
に適用するかである。
　アプリケーションを機能拡張した場
合、新しい Exe を、各クライアント PC
の古い Exe と置き換える必要がある。
　その時、プログラムの変更部分が Exe
だけであれば、クライアント PC の Exe
を順次置き換えるという対応をがとれ、
問題が生じる可能性も小さい。
　しかし、IBM i（AS/400）など、デー
タベース・サーバー側のプログラム（例
えば RPG）と連携したパラメータ部分
などが変更になった場合には、問題があ
る。サーバー側の変更と同時に、クライ
アント側の Exe の置き換えを行わなけ
れば、アップデートが逆にエラーの原因
となってしまう。そういった場合には、
サーバー側の変更と同期をとって、クラ
イアント PC 側の Exe も置き換えるこ

とが必須になってくる。
　もちろん Delphi/400 では、SQL など
で、データベースの処理もすべて Exe 側
で行うことができる。そういった Exe に
処理を集約したプログラムであれば、ク
ライアント/サーバー間におけるインター
フェースの懸念は少なくて済むだろう。

2. Exe置き換えの手法
　Exe の置き換えの必要性は前述の通り
だが、ここでは Exe を置き換える手法
について整理してみる。大きくは 2 つの
運用手法が考えられるだろう。また、こ
の 2 つの手法の特徴について列挙する。

（1）配布ツールを利用して、Exe置き換え
を運用

【実現コスト】
・ツールの導入費用が必要である。
・ツールで置き換えの仕組みが提供され

るため、開発が不要である。
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【汎用性】
・複数の Exe を管理する場合も、ツー

ルですべて管理できる。
・Exe の置き換えだけでなく、新規 Exe

の配布も行える。
・ツールとして提供されるため、機能の

カスタマイズは行えない。
【Exe置き換えのタイミング】
・Exe の置き換えは PC 起動時やスケ

ジュールされたタイミングで行われる
ため、それにあわせて新しい Exe を配
布する必要がある。

（2）独自に仕組み、プログラムを構築して
Exe置き換えを運用

【実現コスト】
・ツールの導入費用が不要である。
・置き換えの仕組み、プログラムの作成
（開発工数とスキル）が必要である。

【汎用性】
・個々の Exe ごとに、置き換えのプロ

グラムを用意する必要がある。
・新規に Exe を作成した場合、初回配

布は手動で行う必要がある。
・自動置き換えのプログラムに機能拡張

や修正が必要となった場合、自動置き
換えのプログラム自体の置き換えが必
要となる。

・必要に応じてカスタマイズした仕組み
の開発が可能である。

【Exe置き換えのタイミング】
・Exeの実行時に置き換えができるため、

確実に新しい Exe を利用することがで
きる。

　このように 2 つの手法は、それぞれメ
リット / デメリットとなる点が異なる。
　開発の必要性や汎用性を考慮すると、

（1）配布ツールを使って運用する場合も
多いが、本稿では、Delphi/400 の開発
テクニックとして（2）Exe の自動置き
換えの仕組みをプログラムで実現する例
を紹介したい。

3. 自動置き換えの
実現方法
　ここからは、Exe のバージョンチェッ
ク〜置き換えを行うにあたり、技術的な
実現方法について説明していきたい。
　まず、自動置き換えを行うには、Exe
を 3 つ準備する必要がある。

●AExe：チェック/置き換えを行うExe
●BExe：置き換えが行われる実行Exe
●CExe：最新版の実行Exe

　AExe はバージョン情報をチェックし
て、BExe を最新の CExe に置き換える。
その後、BExe を起動する。つまり、
AExe を起動することで、自動的に最新
に置き換えられた BExe が起動する仕組
みである。【図 1】
　AExe と BExe はクライアント PC の
同一フォルダに保持し、CExe はファイ
ルサーバーなど、システム利用者がアク
セス可能な領域で一元管理を行うものと
する。なお、システム利用者の権限によ
りアクセス制限が設けられている場合、
自動置き換えが実施できなくなるため注
意が必要である。
　次に、ここで 3 つの Exe 構成をとる
理由について説明しておく。
　最新版としての CExe はいうまでもな
いが、AExe と BExe をわざわざ分ける
のには理由がある。
　本来、バージョン情報のチェックだけ
であれば、BExe 単体でも可能である。
しかし、同時にファイルの置き換えを行
う必要があるため、BExe 単体では実行
中の自身を最新版の CExe と置き換える
ことができない。そのため、バージョン
情報のチェックと置き換え処理を兼ねた
AExe が必要となるのである。

バージョン情報

　BExe と CExe の置き換え有無の判断
については、各 Exe ファイルが保持し
ているバージョン情報を利用する。
　そこで、Exe ファイルバージョン情
報の設定方法、バージョン情報を取得す
る GetProductVersion 関数についてそ
れぞれ紹介する。
　バージョン情報の設定方法は以下の通
り。【図 2】

①Delphi の［メニュー］→［プロジェ
クト］→［オプション］

②バージョン情報タブの「バージョン
番号を含める」にチェックを付ける。

③「モジュールのバージョン番号」に任
意の番号を設定する。

　また、バージョン情報の取得は、次の
ようになる。

　ソース例のように、関数を利用するこ
とにより、BExe と CExe のバージョン
情報を取得 / 比較し、ファイル置き換え
の有無をチェックする。【図 3】
　引数 PGNM に指定したファイルの
バージョン情報を、文字列として返却す
る。なお、例外が発生した場合は、N/
A を返却する。【図 4】

自動置き換え

　準備についての説明を終えたところ
で、本題である実現方法の説明に話を進
めたい。BExe と CExe はバージョン
チェック、置き換えに利用するだけであ
り、ここからは AExe の動作について
詳細に述べる。
　まず、AExe の動作は大きく以下の 5
ステップに分かれる。【図 5】

ステップ①：BExeの絶対パスを取得
ステップ②：CExeの絶対パスを取得
ステップ③：BExeとCExeのバージョ

ン情報を比較
ステップ④：バージョン情報が異なる場

合、最新版への置き換え
ステップ⑤：BExeを実行

　AExe の動作（5 つのステップ）につ
いて、少し掘り下げて説明を続けたい。
　以下、Delphi ソースを交えて説明を
行うにあたり、BExe、CExe の絶対パ
スとして変数宣言が行われているものと
する。【ステップ 0】

①BExeの絶対パスを取得
　AExe と BExe が同一フォルダに保持
されていることを前提として、Extract 
FilePath 関数を利用して、BExe の絶対
パスを取得する。
　また、ソース上の cExeName には、
実際に実行する BExe のファイル名（拡
張子含む）を定数として定義しておく。

【ステップ 1】

②CExeの絶対パスを取得
　CExe の絶対パスは、別途準備した
ini ファイル（設定ファイル）より取得
する。
　ini ファイルの利用については、次章

「4. 実行環境の変化への対策」で補足説
明を行う。【ステップ 2】
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図1　Exeファイルの構成

図3　バージョン情報の取得処理

図2　バージョン情報の設定方法
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③BExe と CExe のバージョン情報を
比較

　①②で取得した BExe、CExe の絶対
パスをもとに、それぞれのファイルの
バージョン情報を取得する。CExe が常
に最新バージョンであるため、バージョ
ン情報が異なる場合、BExe のバージョ
ンを古いものとして扱う。【ステップ3】

④バージョン情報が異なる場合、最新版
への置き換え

　DeleteFile 関数で、クライアント PC
の BExe の削除を行う。CopyFile 関数
で、サーバーの最新版CExeを、クライ
アント PC に BExe としてコピーする。

【ステップ4】

⑤BExeを実行
　最後に、CreateProcess 関数で BExe
を起動する。ステップ①〜⑤の手順を踏
むことで、最新版への置き換え〜 Exe
実行が実現可能となる。ユーザーからは
特に意識されることもない。【ステップ5】

　実際に、図 5 のような構成で AExe
を実行すると、BExe が「Ver.1.0.0.0」
から、最新版の CExe へ置き換えられ、
それにより「Ver.1.0.0.1」にアップデー
トされたことを確認できる。【図6】【図7】

【図 8】

4. 実行環境の
変化への対策
　システムのアップデート（バージョン
アップ）が行われるのと同様に、システ
ムを運用する実行環境についても変化が
訪れる可能性はきわめて高い。
　例えば、接続先サーバーの変更、帳票
レイアウトの変更、接続ユーザーの変更
などである。当然、ファイルサーバーの
変更（フォルダの変更）も例外ではない。
　仮に、チェック/置き換えを行うExe

（AExe）に、ファイルサーバーの接続
先情報を保持しているとしよう。ファイ
ルサーバーの変更があった場合、AExe
自体の置き換えが必要となってしまう。
それでは運用にたえない。
　そこで、ファイルサーバーの接続先情
報を、ini ファイルにより外部で管理す
る手法を紹介したい。ここでは、前章の
ステップ②に登場した、ini ファイルを

例に説明を行う。
　はじめに、ini ファイルについて説明
する。ini ファイル（設定ファイル）と
は一般に、拡張子「.ini」を持つテキス
トファイルを指し、ini ファイルの記述
は以下の構成をとる。【図9】

セクション：キーのグループ、［］で囲
んで記述する

キー　　　：名前＝値のセット

　次に、ini ファイル情報を取得する
GetIniFile関数について紹介する。なお、
ソースの記述は、iniファイルがAExeと
同じフォルダに保持されていることを前
提としている。【ソース1】【ソース2】
　ソースの設定の GetIniFile 関数を実
行すると、図 9 の AExe.ini に示したよ
うに、セクション：Common、キー：
CExePath として、返却値には以下が設
定される。

C:\SampleSource\CExe\CExe.exe

　つまり、ini ファイルを利用すると、
ファイルサーバーの変更があった場合、
ini ファイルの設定値を変更するだけで
よく、容易な対応が可能となる。

5. まとめ
　モジュールのバージョンチェック/置
き換え手法というと一見難しい処理を想
像するが、参考ソースを見ていただくと
分かる通り、比較的少ないソース記述と
ini ファイルの設定で実装することがで
きる。
　初期導入として、チェック用 Exe と
ini ファイルの配布は必須となるが、そ
れ以降のアップデートに関してはサー
バー上の最新版 Exe を置き換えること
で運用できる。
　たしかに配布ツールを利用した場合
は、専用のツールとなるので汎用性や導
入してすぐ使えるなどの優れた点も多々
あるだろう。
　しかし、オーダーメイドのシステムで
あれば、システム運用にあわせて Exe
置き換えの仕組みをカスタマイズしてい
くなど、管理しやすくなる面がある。
　また、本稿で説明したバージョンの取

得や ini ファイルの利用、ファイルの置
き換えといった開発テクニックは、さま
ざまな応用ができる。Exe の置き換え
以外にも、おおいに利用していただきた
い。これらの技術が、Delphi/400 のシ
ステム開発/運用の助けとなれば幸いで
ある。

M
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図4　Ver.1.0.0.1の返却

図5　AExeの動作

図6　ファイル構成
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図7-1　AExe実行前のBExeのバージョン情報

図8　AExe実行後のBExeのバージョン情報 図9　AExeのIniファイル

図7-2　AExe実行前のCExeのバージョン情報

ソース1　iniファイル取

ソース2　iniファイル関連の設定
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ステップ0

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ステップ5
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参考ソース1　AExe.dpr

参考ソース2　pasConst.pas
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参考ソース3　pasCommon.pas


